
平 成 ３ ０ 年 度 学 校 自 己 評 価 表 （最終評価） 鳥取県立米子南高等学校

「昨日の自分」を越えていく（出会い＋挑戦＝成長） １ 基礎学力の向上
中長期目標 １ 学ぶ意欲を育てる＝「主体性を育てる」「やる気を引き出す」 今 年 度 ２ 基本的生活習慣の確立
（学校ビジョ →授業改革 の 重 点 ３ 職業観、勤労観の醸成
ン） ２ 成長を支える＝「人と出会い、新たなことへの挑戦を促す」 目標 ４ 進路目標の自己決定と達成・職業資格の取得

→場の設定・声かけ ５ 地域社会への貢献

年 度 当 初 最 終 評 価

評価項目 評価の具体項目 現 状 目標（年度末の目指す姿） 目標達成のための方策 経過・達成状況 評価 次年度への改善方策

○家庭学習を充 ○平均家庭学習時間について昨年 ○生徒は進路を意識して ○定期考査、資格試験、進路模試 ○１１月に実施した家庭学習時間調査で ○家庭学習の定着を図るために引
実させ、社会人 度の調査で全生徒が１日３０分以 家庭学習が定着できてい や定期的な課題提出により家庭学 は、１日当たり、２年生２５分、1 年生 き続き、朝勉強テスト One-Week
として必要な基 下である。 る。 習の習慣化を図るとともに、確認 ３１分と５月調査より減少したが、昨年 トライアルの取り組みを充実させ
礎学力・一般教 ○課題提出や小テストを繰り返し ○全生徒の１日の平均家 テストや４月と１１月の家庭学習 度より増加した。 る。
養の習得 実施して、基礎学力の向上や家庭 庭学習時間が１時間以上 時間調査を生徒にフィードバック ○朝勉強テストの１２月までの結果は、 ○朝勉強テストの不合格者（70

【基礎学 学習の定着を図り、基礎力診断テ である。 する。 全校で満点者率が１６％、不合格者率１ 点未満）に対して、学年団と連携
力 の 向 ストでは１、２年生とも好結果で ○教員はＩＣＴやアクテ ８％であった。 して基礎学力向上に努める。
上】 ○「やる気を引 あった。 ィブ・ラーニングの手法 ○成績不振者に対して、放課後の ○成績不振者に対して、長期休業中や考 Ｂ ○学力の補充が必要な生徒が増加

き出す」授業の ○成績不振者に対して、長期休業 を駆使し、生徒の興味・ 学習会や長期休業中などに講習会 査前の放課後に講習を行った。 しているので、次年度も計画的に
工夫・改善 中や考査前の放課後に講習を行い、 関心を育み、考える力を を実施する。 ○主体的な学びを行わせる授業、ＩＣＴ 講習を実施する。

学力の底上げに取り組んだ。 培う授業ができるように を活用した授業の実施率は高く、新しい ○現状を維持しつつ、ＩＣＴの活
○各種検定取得には関心が高く、 なる。 ○ＩＣＴの活用やアクティブ・ラ 形の学びは定着してきている。 用についての講習は毎年度継続し
放課後にも意欲的に学習に取り組 ○読解力が身についてい ーニング、協働学習等の研修会を ○新タブレットの活用講習会も実施した て行い、人事異動により利用が停
んでいる。 る。 実施する。 ので、その利用方法も定着しつつある。 滞しないようにする。
○リーディングスキルテストを実 ○アクティブ・ラーニングを用いた示範 ○引き続き主体的・対話的で深い
施したが、分析・その後の対策の ○リーディングスキルテストを分 授業・講演会を実施した。 学びの研修会を実施する。
検討ができていない。 析し、読解力が伸びるような指導 ○生徒の読解力向上のため、教職員に対 ○生徒の読解力向上のための方策

を実施する。 して研修会を実施した。 を検討し、指導していく。

○知・徳・体の ○問題行動等は極めて少なく、日 ○ルール・マナー・モラ ○登下校時や授業、部活動等あら ○生徒会、部活動、委員会の生徒と挨拶 ○生徒会や部活動と連携をして挨
バランスが取れ 常の生活態度はおおむね良好な状 ル等を遵守する規範意識 ゆる機会を捉え、ルール・マナー 運動をすることにより、進んで挨拶をす 拶運動を実施するときに教員にも
た生徒の育成 況であるが、挨拶や清掃活動等で が高まる。 ・モラルを繰り返し指導する。 る生徒が多くなった。 参加してもらうように改善する。

は積極性があまりない。 ○情報モラルの意識が高 ○生徒指導部、進路指導部など関 ○多くの生徒が服装頭髪検査で問題な ○授業でも引き続き挨拶･分離礼
【基本的 ○社会生活にお ○交通ルールの遵守についてはさ まり、ＳＮＳに関わるト 係各部と連携して規範意識の醸成 い。しかし、若干名、再検査や再指導の の指導を行い、一層定着するよう
生活習慣 けるルール・マ らに意識を高めるための啓発活動 ラブルが起きない。 に取り組む。 対象になる生徒があった。 取組を続ける。
の確立】 ナー・モラル等 が必要である。 ○ハイパーＱＵを活用し、 ○交通安全教室を実施したり、ルールに ○交通安全教室の実施内容（今年

を遵守する習慣 ○人間関係に悩み、解決方法が分 自己肯定感を高める。 ついての啓発を毎月実施したが、事故の Ｂ 度のように）や日々の啓発活動を
や規範意識の修 からず不安な生徒にきめ細かく対 ○「身近な差別」に気づ 件数は昨年より増加した。 改善する。
得 応した。 き、その解消に立ち向か ○情報モラル講演会・非行防止教 ○情報モラル講演会、非行防止教室、薬 ○個々の生徒の様々な悩みや不安

○人権教育講演会、それを受けた っていける。 室等を実施する。 物乱用防止講演会等を実施し生徒の規範 にきめ細やかに対応し、担任、学
密度の濃いＬＨＲが展開できた。 意識の醸成を図り、意識が定着してきた。 年団、保健部、保護者、ＳＣ、Ｓ

○ハイパーＱＵ職員研修会を通 ○不安を抱えている生徒について迅速に ＳＷや関係機関との連携を図る。
じ、生徒について情報交換を行い、 対応し、担任、学年団、ＳＣ、ＳＳＷ及 ○１年生に対し、ストレスマネジ
対応を共有するとともに、スクー び関係機関と連絡・情報交換を密に行 メントＬＨＲを実施する。
ルカウンセラー（ＳＣ）や関係教 い、支援することができた。 ○１・２年生で年２回ハイパーＱ
職員、保護者やスクールソーシャ ○１年生はストレスマネジメントＬＨＲ Ｕを実施し、職員研修会を実施し
ルワーカー（ＳＳＷ）、関係機関 を、１・２年生で年２回のハイパーＱＵ 分析・情報交換を行う。
と連携する。 を実施し、職員研修会で分析・情報交換 ○人権教育ＬＨＲが、生徒にとっ

を行い、生徒理解に努めた。 てより深く主体的な学習となるた
○人権教育講演会や人権教育ＬＨ ○人権教育ＬＨＲにおいて、生徒が主 めに、教師個々の研究が必要不可
Ｒにより、生徒の人権意識の向上 体的に学び、考えを共有することに重点 欠であり、県内外の研修会参加を
を図る。 を置いた展開となるように、第１学年で 促進する。

はワールドカフェ形式による討議を、第 ○日常生活の中で、生徒の人権意
２学年では隣保館訪問導入と多様な人権 識や自尊感情の向上を促すため、
問題に関する講演の実施など、新たな取 教員から積極的に生徒へ挨拶・声
り組みを実施した。 かけをする。

○系統立てた指 ○進路ＬＨＲやインターンシップ ○調べ学習を通じて、自 ○進路ＬＨＲの中で自身の適性を ○進路ＬＨＲで職業調べ（１年）、スタ ○学年団と進路指導部とで進路行
導により、適切 等の経験、スタディサプリや面談、 ら進んで職業研究に取り 知り、職業調べ、学校調べ等を行 ディサプリ（２年）等を計画的に実施し 事の目的等を共有し、生徒の進路

【職業観、 な職業観・勤労 学校企業見学を通じて勤労観は高 組む態度が身につく。 う。 て、職業研究に取り組む態度が身につい 意識の向上と実現に向けた行事を
勤労観の 観を持ち、意欲 まっているが、具体的な行動に移 てきた。 選定する。
醸成】 的に課題発見・ す段階には至っていない。 ○様々な活動・体験を通 ○本人・保護者の要望を聞き、担 ○担任による生徒面接、保護者懇談会、 ○担任、保護者、進路指導部、就

課題解決に取り ○進路講演会、小論文ＬＨＲ，学 して、適切な職業観・勤 任、進路指導部や外部関係機関と 就職支援相談員の面接等を通して生徒・ Ａ 職支援相談員とハローワークなど
組む生徒の育成 校企業見学等を通して職業観、勤 労観を主体的に描けるよ も連携をとりながら進路実現を支 保護者の希望を把握し、生徒の進路実現 の外部機関を活用しながら生徒の

労観の育成をはかることができた。 うになる。 援する。 を支援できた。 進路実現を支援する。



○インターンシ ○卒業後に必要であると思われる ○進路実現に向け、イン ○外部人財を活用し、各学年の特 ○進路希望別に四大・短大希望、専門学 ○進路希望別の学校企業見学や進
ップ等、体験学 ことを想定した学習指導（身だし ターンシップを行う意義 性に応じた講習会・講演会を実施 校希望、就職希望の３コースに分かれた 路講演会を実施する。
習の充実 なみ講座、一人暮らし講座、租税 を理解し、その目標を達 し、早い時期から進路意識を高め 学校企業見学や進路講演会を実施し、進

教室など）が効果的だった。 成する。 る指導を行う。 路意識を高めることができた。
○衆議院選挙があったことに伴い、 ○計画通りに外部人材活用事業を実施 ○外部人材活用事業を効果的に実
主権者教育の指導ができた。 し、各分野のプロフェッショナルから指 施する。

導を受け、今後の進路を考えることがで
きた。

○インターンシップ等の実践を受 ○インターンシップでは昨年度６２事業 ○ インターンシップをより充実
け身ではなく、自発的な姿勢で臨 所を今年度は６７事業所で実施し、事前 したものとするため、受け入れ企
む事を強く意識させ、適切な職業 指導、事後指導（発表会）を計画通り行 業の確保、新規開拓を進める。
観・勤労観を主体的に描けるよう い、職業観・勤労観を体得できた。
に指導する。

○地元産業との ○学年と進路指導部が連携をし、 ○進路実現に向けた情報 ○進路指導部・学年団と連携し ○学校紹介による就職は１２月末時点で ○学年団と進路行事の目的等を共
連携を図り、専 個別指導に取り組み、１月末時点 収集、資格取得、知識や て、早い段階から進路を見据えた 内定率１００％を達成した。 有し、生徒の進路意識の向上と実
門性を深化させ、 で就職内定率１００％を達成した。 技能の習得に意欲的に取 情報を提供し、生徒個々の進路目 ○今年度は就職６２名、進学７７名、そ 現に向けた行事を選定する。
地域から信頼さ ○標準的な資格取得については意 り組む。 標の自己決定を支援する。 の他８名（１月末）であった。
れる人物の育成 欲・関心が強く学習にも熱心であ ○進路を意識して、積極 ○進路行事・模試・資格試験など ○生徒個々の目標に応じて、積極的に上

【進路目 るが、検定上位級の取得を意欲的 的に検定上位級取得を目 の趣旨を明確に伝え、進路意識を 位級の受験の勧奨・サポートを行った。 Ｂ ○個別の生徒の能力を考慮しつ
標の自己 に目指す生徒が少ない。 指す。 高める。 ○基本情報処理技術者試験１名、ＩＴパ つ、意識を高め、自発的な取り組
決定と達 ○専門人材育成 ○基本情報処理技術者試験（国家 ○検定試験の直前に学習 ○検定の上位級試験や多種目の検 スポート試験１名、日商簿記検定２級１ みが行える生徒の育成を目指す。
成・職業 重点校として、 試験）の午前試験免除に認定され、 を始めるのではなく自身 定試験を意欲的に受験する生徒を 名、販売士検定３級７名が合格した。 ○県の技術検定事務局校として、
資格の取 進路実現に向け、 資格取得が容易になる体制を確立 で計画を立て効率的な学 増やす。 ○検定の多種目合格者は、商業学科６種 教員の指導力向上を図る。
得】 資格取得を推進 できた。 習を行う。 ○調理師免許や技術考査への全員 目１名、４種目１名、３種目７名、家庭

し、より高度な ○調理師養成施設として７限授業 ○各種検定の合格率が重 取得にむけた授業や課外指導を継 学科３冠王８名であった。
専門資格を取得 が定着し、授業時間数の確保を行 点校制度の目標を達成し 続する。

っている。 ている。 ○各種コンクールの参加を呼びか ○読書感想文コンクール（県高図研）で、 ○各種コンクールを生徒に紹介・
○子どものための愛情弁当コンテ け、受賞や表彰される生徒を増加 優秀賞１名、優良賞１名の入賞があった。 応募し、表彰を受けることで達成
ストでは２年連続全国１位に輝い させる。 感や自己肯定感を得る指導をす
た。 る。

○地域を知り、 ○北朝鮮情勢悪化のため、韓国ハ ○国際交流事業に参加し、 ○各種国際交流事業を生徒に紹介 ○１０月２３日～２６日に生徒６名がハ ○来年度はハンセム高校からの訪
ふるさとを愛し、 ンセム高校との交流ができなかっ 体験を通して国際的視野 し、意欲的に事業に参加する生徒 ンセム高校を訪問し、その成果をみつば 問受入であるので、ホームステイ
広く地域社会の た。 を広げる。 を増やし支援する。 ち学習発表会で発表した。 受け入れ先を早めに検討する。
発展に寄与する ○課題研究で、地域に出てイベン ○何事にも主体的に取り ○課題研究の各研究分野の相互の ○江原道との生徒交流派遣（１名）、青 ○各種国際交流事業を生徒に紹介
リーダーの育成 トを行ったり、販売実習を企画し 組み、リーダーとして集 連携、商業学科と家庭学科との連 少年訪韓団（２名）、日韓高校生交流派 していく。

【地域社 た。また、地域の食材や産物の特 団をまとめられる。 携、進路指導部を通じた企業との 遣（１名）、南部町高校生国際交流（４ ○課題研究を中心に、地域活性化
会への貢 性や魅力を知る取組をし、一部商 ○この地域の良さを再認 連携など、本校の魅力ある取組を 名韓国）等、多くの生徒が国際交流事業 の方策を生徒に考察させ、他校の
献】 品化も実現した。 識でき将来的に主体的に 積極的に地域に情報発信する。 に応募、参加した。 生徒と協力して様々な取組を計

○地域活力を導 ○家庭クラブ活動等で中海アダプ 企画・実行するリーダー ○課題研究により７月の七夕まつり、１ 画、実施する。
入して、学校や トプログラムや地域イベント補助 を目指す。 ○授業や家庭クラブの取組の中で ２月のマチナカクリスタル、地元の事業 ○すでにジビエ料理の開発・普及
地域で主体的に の地域活動に参加し貢献した。 ○課題研究や各種活動を 地域や企業との関わりを大切に 所のポスター制作等、地域と連携した取 活動の要望等がきており、引き続
行動し、地域社 ○社会人講師活用事業や保育実習、 通して地域をより深く理 し、中海アダプトプログラムや地 組を実施し、本校の魅力を発信できた。 Ａ き地域貢献活動に取り組むが、特
会の発展に貢献 授業サポート等の交流体験学習に 解すると同時に、コミュ 域イベントの補助等の地域活動に ○伯州綿、ブロッコリーなど地元の特産 定の教員に負担が重ならないよ
する人財の育成 より、コミュニケーション力等の ニケーション力・プレゼ 貢献する。 品の商品化やイベント協力、小学校給食 う、科会などで協力体制を打ち合

学習成果が高まった。 ンテーション力が向上す ○地域の保育園や小学校との交流 提案、高齢者施設でのボランティア、中 わせる。
○２年生が主体となった生徒会活 る。 授業や各種発表会に向けた指導の 海アダプトプログラム等を通じ地域活性
動、部活動も軌道に乗り、各活動 充実により、コミュニケーション 化に貢献できた。 ○生徒会の各組織やリーダーの役
での成果があらわれてきた。学校 力やプレゼンテーション力を育成 ○地域の保育園や小学校との交流授業や 割・責任を明確にすることで、生
祭では、生徒会執行部、学校祭の する。 みつばち学習発表会などの各種発表会に 徒が自主的に活動しやすい体制づ
団長・副団長が全校をまとめるリ 向けた取組により、コミュニケーション くりを進める。
ーダーとして活躍した。 ○生徒会活動や部活動など自分の 力やプレゼンテーション力が伸長した。 ○地域社会で何かに取り組みたい
○環境リーダーや地域振興のため 適性、能力が発揮される場面を意 ○学校祭、球技大会、留学生との交流会、 と思った時に活かせるような、組
の活動を学校活動として取り組ん 識させ、より積極的な行動を促す 生徒会新聞の発行等、生徒会執行委員を 織で取り組むためのノウハウを身
でいる。 とともにやり遂げることによって 中心に、自分たちの役割や集団を動かす に付けさせる。

得られる充実感や責任感を実感さ には何が必要かを考え、理解して自主的
せてリーダーを育成する。 に行動できる生徒が増加した。

評価基準（５段階） Ａ：十分に達成 Ｂ：概ね達成 Ｃ：変化のきざし Ｄ：まだ不十分 Ｅ：目標・方策の見直し
〔100％〕 〔80%程度〕 〔60%程度〕 〔40%程度〕 〔30%以下〕


